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島
根
県
農
業
協
同
組
合

石
見
銀
山
地
区
本
部

役
職
員
一
同

常
務
理
事
本
部
長
　
　

川
上
　
　
隆

新
年
の
ご
挨
拶

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
そ
し
て
地
域
の
皆
様
に
、
謹
ん
で
新
年
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
よ
り
旧
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
と
ご
協

力
に
対
し
、
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
ご
高
承
の
と
お
り
営
農
に
不
可
欠
な
資
材

価
格
は
高
騰
し
、
そ
の
後
も
高
止
ま
り
の
状
況
が
続

い
て
お
り
、「
食
」を
支
え
る「
農
」の
生
産
現
場
は

厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
高

ま
っ
た
持
続
可
能
な
農
業
へ
の
意
識
な
ど
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
激
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
消
費

の
現
場
に
お
い
て
も
、
輸
入
比
率
が
高
い
品
目
の
国

産
化
や
国
産
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
を
は
じ
め
と
す

る
食
料
自
給
率
の
向
上
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
食
料
の
安
定
供
給
や
農
業
の
持
続
可

能
的
発
展
な
ど
を
目
的
と
し
た「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
」の
見
直
し
議
論
が
本
年
の
通
常
国
会
成

立
に
向
け
て
本
格
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
変

化
に
対
応
す
る
べ
く
生
産
者
と
消
費
者
を
結
ぶ
役
割

を
引
き
続
き
担
う
た
め
、
と
り
わ
け
生
産
振
興
と
地

域
共
生
・
地
域
活
性
化
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
実
行

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
再
認
識
し
て
い
ま

す
。
持
続
可
能
な
農
業
に
よ
る
食
料
の
安
定
供
給
に

向
け
て
、
Ｊ
Ａ
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
益
々
大
き
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
大
変
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
今
後
も
組
合
員
の
皆
様
と
の
話
し
合
い

の
機
会
を
多
く
設
け
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
事
業

に
活
か
し
、
信
頼
さ
れ
ご
利
用
い
た
だ
け
る
Ｊ
Ａ
に

向
け
て
役
職
員
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
、
地
域
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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　12月９日、JA石見銀山地区本部において、
第８回となるJAしまね石見銀山地区本部
『家の光大会』を開催しました。

JA石見銀山女性部
の髙橋恒子部長は
「交流を深めながら
楽しく活動をしましょ
う」と挨拶しました。

年間を通じて、活動内容
を振り返りました。

第８回
JAしまね石見銀山地区本部

家の光大会

同女性部の岩谷幸子副部長の家の
光記事紹介は、自分たちの健康に直
結する『血管ピチピチ大作戦』（家の
光12月号）を皆で確認しました。

家の光記事活用体験発表では、静間支
部のキエーロ（コンポスト）活用や緊急避
難場所確認、久利支部の小学生親子対
象のおむすび作り活動を紹介しました。

講演『八世代先のこどもたちのために 私たちができること』
一般社団法人グランド・マザー　代表 前島由美 氏
食を通じて、微生物と農業、腸内環境と精神、人格形成は全
て繋がっていることを自らの実践を交えて講話いただき、
人が健康に生きるための食生活について学びました。

リラックスタイムの『三百
六十五歩のマーチ』を歌
いながら手足を動かす体
操は、みんなでやると自
然と楽しくなるんです♬

園芸、手芸、料理の各クラブ活動を振り
返りました。園芸や手芸の成果は、作品と
してロビーに展示され、披露されました。
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千
両
箱

千
両
箱

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

参
加
し
て
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
生

育
状
況
を
確
認
し
、
取
引
先

と
は
出
荷
に
関
す
る
要
望
等

を
受
け
な
が
ら
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
明
け
で
、
消
費

量
増
が
予
想
さ
れ
る
県
内
外

の
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト
施

設
に
キ
ャ
ベ
ツ
を
提
供
す
る

新
た
な
取
引
先
に
は
、
出
荷

量
の
増
加
が
見
込
め
ま
す
。

同
部
会
で
は
、
更
な
る
栽
培

面
積
拡
大
を
図
る
た
め
、
生

産
者
の
募
集
企
画
を
開
始
す

る
と
と
も
に
、
施
肥
方
法
や

Ｐ
Ｒ
方
法
等
の
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
も
行
う
予
定
で
す
。

出
荷
目
合
わ
せ
会
を
開
催

● 

石
見
銀
山
キ
ャ
ベ
ツ
部
会

1
TOPICS

石
見
銀
山
キ
ャ
ベ
ツ
部
会

は
、
11
月
29
日
に
Ｊ
Ａ
石
見

銀
山
地
区
本
部
で
、
キ
ャ
ベ

ツ
の
出
荷
目
合
わ
せ
会
を
開

催
し
、
会
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
等

14
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
同

部
会
長
の
内
田
洋
平
さ
ん
が

今
年
度
か
ら
出
荷
が
始
ま
っ

た
新
た
な
県
内
の
取
引
先
を

紹
介
し
、
Ｊ
Ａ
職
員
が
コ
ン

テ
ナ
出
荷
等
の
申
し
合
わ
せ

事
項
を
説
明
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
久
手
町
の
キ
ャ

ベ
ツ
の
ほ
場
に
て
、
現
地
見

学
会
を
開
催
。
取
引
先
の
担

当
者
や
大
田
市
役
所
職
員
も

2
TOPICS

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女
性
部
役
員
が
小
学
校
を
訪
問

● 

第
45
回 

み
ど
り
を
ま
も
る
小
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
女
性
部
が

主
催
し
、
島
根
県
内
35
校

１
６
６
名
の
児
童
よ
り
応

募
が
あ
り
ま
し
た『
第
45
回 

み
ど
り
を
ま
も
る
小
学
生
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
』に
は
、
大

田
市
内
の
小
学
校
か
ら
も
63

作
品
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女

性
部
役
員
が
、
長
久
小
学
校
、

静
間
小
学
校
、
川
合
小
学
校
、

高
山
小
学
校
を
訪
問
し
、
金

賞
１
名
、
銀
賞
３
名
、
銅
賞

２
名
、
佳
作
11
名
の
受
賞
者

と
応
募
者
に
表
彰
状
と
記
念

品
を
届
け
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
参
加
賞
の
イ
チ
ゴ

の
栽
培
キ
ッ
ト
や
同
女
性
部

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
み
か
ん
に

大
喜
び
で
し
た
。

長久小学校

高山小学校

静間小学校

川合小学校
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■お問い合わせ■　JAしまね石見銀山地区本部 生活典礼課　☎0854-84-9071

12
月
７
日
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

石
見
銀
山
女
性
部
の
部
員
が

栽
培
し
、
収
穫
し
た
里
芋
を

学
校
給
食
に
出
荷
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
19
名
の
同
部
員
が

皮
む
き
を
し
て
食
べ
や
す
い

よ
う
に
切
っ
て
届
け
た
里
芋

は
総
量
55
・
8
㎏
で
、
大
田

市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
よ

り『
大
田
の
里
芋
で
い
も
の

こ
汁
』と
し
て
、
８
日
の
学

校
給
食
の
食
材
に
な
り
ま
し

た
。Ｊ

Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部

は
、
12
月
15
日
に
Ｊ
Ａ
講

座『
菜
根
館
』の
８
回
目
と

な
る
講
座『
集
中
！
私
が
生

み
出
す
豊
か
な
時
間
～
羊

毛
フ
ェ
ル
ト

で
干
支
作
り

～
』
を
開
催

し
、
21
名
が

参
加
し
ま
し

た
。こ

の
日
は
、

〝
坂
の
下
の

女
性
部
が
学
校
給
食
に
里
芋
を
出
荷

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で
干
支
作
り

● 

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女
性
部

● 

素
敵
な
シ
ニ
ア
の
為
の
Ｊ
Ａ
講
座
『
菜
根
館
』

3
TOPICS

4
TOPICS

髙
橋
恒
子
同
女
性
部
長

は「
子
ど
も
た
ち
に
美
味
し

く
食
べ
て
も
ら
う
た
め
、
こ

れ
か
ら
も
一
生
懸
命
活
動
し

て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し

た
。
同
女
性
部
の
学
校
給
食

へ
の
出
荷
は
平
成
27
年
よ
り

始
ま
っ
て
お
り
、
か
ぼ
ち
ゃ
、

ふ
き
な
ど
も
出
荷
し
て
い
ま

す
。

小
さ
な
お
店-

ｓ
ｉ
ｒ
ｏ-

〟

（
出
雲
市
）の
大
國
世
津
子

さ
ん
を
講
師
に
、
羊
毛
フ
ェ

ル
ト
で
今
年
の
干
支
で
あ
る

辰
を
作
り
ま
し
た
。
初
め
て

体
験
す
る
受
講
生
が
多
く
、

上
手
く
で
き
る
か
不
安
そ
う

で
し
た
が
、
講
師
の
丁
寧
な

指
導
に
よ
り
、
世
界
に
一
つ

だ
け
の
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
が
完

成
し
ま
し
た
。受
講
生
は「
ど

れ
も
作
る
人
に
よ
っ
て
表
情

が
変
わ
る
の
で
面
白
い
」「
自

分
で
作
っ
た
も
の
を
飾
っ
て

新
年
を
迎
え
る
の
が
楽
し
み

で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

美味しく食べてくれたかな？

丁寧に皮むきをして一口大に
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銀
争
は
る
ば
る

銀
争
は
る
ば
る  

※掲載の絵はイメージです。　※本物語はフィクションです。物語の内容、参考資料等については、広報誌JAしまねびより〈石見銀山地区本部版〉令和4年3月号に
　　　　　　　　　　　　　　　記載しており、JAしまねのホームページ（https://ja-shimane.jp/ginzan/koho/）にてご覧いただけます。

評
定
の
最
後
は
、
諸
将
の
誰
も
が
感
じ
て
い
た
切
迫
し

た
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
忍
原
崩
れ
に
続
く
こ
の
度
の

降ご
う

露ろ

坂ざ
か

の
戦
い
の
大
勝
利
に
よ
り
尼
子
晴
久
と
の
信
頼
関

係
が
一
層
強
固
と
な
っ
た
反
面
、
本
城
常
光
の
発
言
力
が

益
々
強
ま
る
こ
と
を
警
戒
す
る
尼
子
譜
代
の
重
臣
の
冷
や

や
か
な
視
線
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
戦
の
勝
利
は
尼
子
軍

全
体
の
も
の
だ
が
、
常
光
が
演
出
し
た
か
の
よ
う
な
鮮
や

か
な
そ
の
筋
書
き
に
嫉し

っ
と妬
や
羨せ
ん

望ぼ
う

等
複
雑
な
心
境
を
抱
か

せ
た
よ
う
で
、
戦
が
終
わ
っ
た
直
後
の
論ろ

ん

功こ
う

行こ
う

賞し
ょ
う

の
場
に

い
た
本
城
家
中
の
ほ
と
ん
ど
の
者
が
感
じ
て
い
た
。

こ
れ
を
放
っ
て
お
く
と
何
か
と
面
倒
な
こ
と
に
な
り
や

す
い
。
必
要
な
物
資
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
月
山
富
田
城

か
ら
距
離
の
あ
る
こ
と
を
い
い
こ
と
に
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
疎
外
さ
れ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
讒ざ

ん

言げ
ん

に
よ
る

謀む

反ほ
ん

の
嫌け
ん

疑ぎ

を
か
け
ら
れ
た
り
す
る
懸
念
が
あ
る
。
あ
る

意
味
、
何
で
も
あ
り
の
戦
国
時
代
で
あ
り
、
早
急
に
手
を

打
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
面
は
、
周
辺
の
石
見
国
人
領
主
の
調
略
を
行
う
に
あ

た
り
、
晴
久
と
の
連
絡
を
取
る
た
め
と
称
し
て
頻ひ

ん

繁ぱ
ん

に
月

山
富
田
城
に
顔
を
出
す
こ
と
で
、
尼
子
家
中
で
の
孤
立
を

防
ご
う
と
考
え
た
。
そ
の
連
絡
役
に
は
、
晴
久
に
近
い
経

四
郎
と
枯
三
太
が
適
任
で
あ
る
。
ま
た
、
当
初
は
山
吹
城

を
監
視
す
る
役
目
も
担
っ
て
岩
山
城
に
配
置
さ
れ
て
い
た

尼
子
直
臣
の
多た

胡ご

辰と
き

敬た
か

は
、
毛
利
軍
と
の
数
々
の
戦
を
共

に
戦
い
、
互
い
に
信
の
置
け
る
間
柄
と
な
っ
て
い
る
。
老
境

の
域
に
達
し
て
も
益
々
意
気
盛
ん
な
辰
敬
と
の
厚こ

う

誼ぎ

を
さ

ら
に
深
め
な
が
ら
、
尼
子
家
中
の
人
脈
を
広
げ
よ
う
と
考

え
た
。

さ
て
、
常
光
は
、
毛
利
と
の
戦
が
一
段
落
し
た
こ
の
間

に
自
ら
の
足
場
固
め
も
進
め
る
。
ま
ず
、
後
継
ぎ
で
あ
る
。

常
光
に
は
３
人
の
男
子
が
い
る
。
嫡ち

ゃ
く

男な
ん

太た

郎ろ
う

左ざ

衛え

門も
ん

は
、

尼
子
氏
の
人
質
と
し
て
月
山
富
田
城
に
滞
在
し
て
い
る
も

の
の
、
最
近
は
晴
久
の
信
頼
が
あ
る
た
め
か
度
々
、
山
吹

城
に
帰
参
を
許
さ
れ
て
い
る
。
晴
久
へ
の
連
絡
役
を
担
う

枯
三
太
と
道
中
が
一
緒
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
亡
き
尼
子

経
久
の
数
々
の
逸
話
を
面
白
可
笑
し
く
話
す
、
ま
る
で
守も

り

役や
く

の
よ
う
な
枯
三
太
と
の
旅
を
楽
し
ん
で
い
た
。
こ
の
度
、

次
男
の
大お

お

蔵く
ら

左さ

衛え

門も
ん

尉い

を
経
四
郎
に
付
け
、
参さ
ん

謀ぼ
う

役や
く

と
し

て
育
て
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
時
代
、
兄
弟
は
も
と
よ
り

親
子
で
も
争
い
が
あ
る
時
代
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長

を
見
な
が
ら
、
父
で
あ
る
常
光
と
は
別
の
経
四
郎
の
視
点

か
ら
本
城
家
中
の
力
を
結
集
し
よ
う
と
し
た
。

次
に
周
辺
の
石
見
の
国
人
で
あ
る
。
戦
国
時
代
、
ど
の

地
域
の
国
人
領
主
も
有
力
な
守
護
職（
大
名
）の
傘
下
を

出
入
り
し
、
生
き
残
り
を
か
け
た
勢
力
争
い
を
し
て
い
た

が
、
石
見
銀
山
周
辺
で
は
、
は
る
ば
る
や
っ
て
来
る
安
芸

の
毛
利
氏
と
出
雲
の
尼
子
氏
の
二
大
勢
力
に
挟
ま
れ
、
常

に
究
極
の
選
択
を
迫
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
度
の
戦
で
山
吹

城
と
石
見
銀
山
を
護
り
通
し
、
さ
ら
に
は
毛
利
の
大
軍
を

退
け
た
本
城
常
光
の
存
在
感
は
、
石
見
で
は
日
に
日
に

増
し
て
お
り
、
今
こ
そ
周
辺
の
国
人
領
主
へ
の
調
略
に
も

説
得
力
の
あ
る
話
が
で
き
る
。
そ
の
上
、
石
見
銀
山
の
権

益
を
握
っ
て
お
り
、
尼
子
氏
の
権
勢
を
背
景
に
石
見
国
人

の
連
携
と
結
束
を
強
め
よ
う
と
考
え
、
ま
ず
は
、
か
つ
て

の
盟
友
で
あ
る
小
笠
原
長な

が

雄か
つ

の
許
に
向
か
う
た
め
に
文
を

送
っ
た
。

毛
利
方
と
な
っ
て
い
た
長
雄
は
隠
居
の
身
で
あ
っ
た
が
、

病
弱
な
嫡
男
長な

が

旌は
た

に
代
わ
っ
て
出
陣
し
た
降
露
坂
の
戦
い

で
負
傷
し
、
大お

お

嶽た
け

山や
ま

城（
大
代
町
）に
て
療
養
し
て
い
た
。

〈
次
回
に
続
く
〉

～
石
見
銀
山
戦
国
争
奪
絵
巻
～

大
嶽
山
城
跡
と
麓
の
案
内
板

石
見
小
笠
原
氏
の
居
城
の
一
つ
と
い
う
。

湯
谷
温
泉
に
近
い
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令
和
5
年
12
月
13
日

みんなの直売市情報

丹波職員の
独り言

丹波職員の
独り言

２月の特売日
JAグリーンおおだ
すいせんの里

12月の売上ベスト10 （数量ベース）※苗物・海産物を除く

２店舗合同セール
ポイント５倍デー

毎月  ５日、15日、25日（５のつく日）
たまご半額の日

毎月 10日、20日、30日（０のつく日）
切花・鉢花10％OFFの日

毎月  ８日、18日、28日（８のつく日）

石見銀山地区本部管内 12 月子牛市場ランキング  ベスト 5（本人取り除く）

12 月子牛市場の成績表 （本人取り含む・金額は税込）

【メス】

種別 市場 取引頭数 最高価格 最低価格 平均価格 対前月 対前年同月 平均体重 平均日齢

メス
管内 25 687,500 146,300 404,624 -47,217 -300,083 269 273
中央 152 1,003,200 72,600 421,857 -29,231 -135,599 277 280
県 152 1,003,200 72,600 421,857 -31,302 -135,599 277 280

ヌキ
管内 37 764,500 254,100 513,492 99,364 -168,000 299 273
中央 188 906,400 55,000 532,640 44,325 -171,099 303 277
県 188 906,400 55,000 532,640 27,022 -171,099 303 277

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 志学 高田　雅晴 289 263 北美津久 勝忠平 安福久 百合茂

2 富山 神谷　光夫 316 272 福之姫 安福久 百合花 平糸勝

3 水上 ㈱大田原農場 286 252 福之姫 耕富士 安福久 百合茂

4 志学 木下　　崇 317 275 福之姫 福安照 茂勝栄 茂重桜

5 山口 三浦　英範 276 280 美津照重 美国桜 幸紀雄 安福久

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 水上 ㈱大田原農場 346 267 福之姫 華春福 安福久 平茂勝

2 志学 高田　雅晴 323 264 北美津久 白鵬85の3 百合茂 菊福秀

3 久手 ㈱農援隊清滝牧場 304 287 福之姫 勝忠平 福安照 茂重桜

4 久手 ㈱農援隊清滝牧場 294 294 安亀忠 百合茂 茂洋 平茂勝

5 井田 岩倉　勝政 330 268 福之姫 諒太郎 第7福桜 賢深

【ヌキ】

ヌ
キ
最
高

▶
本
年
も
頑
張
り
ま
す
。

▶
本
年
も
良
質
な
牛
を
育
て
ら
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。

メ
ス
最
高

三
瓶
町
志
学

高
田　
　

拓 

さ
ん

水
上
町㈱

大
田
原
農
場　

JAグリ－ンおおだ、すいせんの里、生産販売課

※このコーナーは、石見銀山産直出荷者協議会の情報コーナーです。

しびき・大根・白ねぎ・白菜・菊・
さかき・キャベツ・生椎茸（原木）・
ブロッコリー・レンコン

しびき・丸もち・白ねぎ・大根・
ゆず（種あり）・ぎんなん・さかき・
生椎茸（原木）・キャベツ・白菜

37,780点

4,064点

JAグリーン
おおだ

すいせんの
里

新年 明けましておめでとうございます。
旧年中は、たくさんのご来店をいただき、ありがとうございました。
年末にかけましては、天候も良く、暖かい日が続きました。1月は、小寒から

大寒と寒さを感じる月となります。体調管理には、お気をつけていただきたいと
思います。

この時季は、鍋の美味しい季節です。大根、白ねぎ、白菜などの新鮮な産直野菜、
また、しまね和牛、地元の鮮魚など、たくさんの食材を揃えて皆様のご来店をお
待ちしております。

本年も変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願いいたします。

2月16㊎日 ㊏
日17・

　昨年12月30・31日にご来店者様から、地元産しびき、さかきのお求めの声がたくさんありま
した。盆・彼岸は特に必要となりますが、年間を通じて益々の出荷をお願いいたします。

JAグリーンおおだより
出荷者の皆様へ
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このページは皆様のお便りが頼りです。

お便りお待ちしております♪ 読 者 コ ー ナ ー

私
の
食
育
日
記

だ
し
を
活
用
し
て
薄
味
を
目
指
そ
う

子
ど
も
た
ち
も
成
長
と
と
も
に
何
で
も

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

家
庭
で
の
料
理
は
で
き
る
限
り
薄
味
で
作

る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
大
切

に
し
て
い
る
の
が
、
だ
し
で
す
。
だ
し
の

う
ま
み
を
利
用
す
る
と
、
少
な
い
調
味
料

で
も
し
っ
か
り
と
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ

の
だ
し
で
感
じ
る
う
ま
み
と
い
う
成

分
に
は
代
表
的
な
も
の
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

か
つ
お
節
に
含
ま
れ
る
イ
ノ
シ
ン
酸
、
昆

布
な
ど
に
含
ま
れ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
、
シ

イ
タ
ケ
に
含
ま
れ
る
グ
ア
ニ
ル
酸
で
す
。

こ
れ
ら
の
う
ま
み
成
分
は
合
わ
せ
て
使
う

と
、
相
乗
効
果
に
よ
り
さ
ら
に
強
い
う
ま

み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

だ
し
の
中
で
、
わ
が
家
で
最
も
使
わ
れ

て
い
る
の
が
、
か
つ
お
節
と
昆
布
の
合
わ

せ
だ
し
で
す
。
毎
日
の
み
そ
汁
や
、
煮
物
、

炒
め
物
に
も
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。
時
間

が
な
い
と
き
は
、
お
茶
や
紅
茶
を
入
れ
る

湯
飲
み
や
ポ
ッ
ト
の
茶
こ
し
に
か
つ
お
節

を
入
れ
、
沸
騰
直
前
の
お
湯
を
注
い
で
数

分
置
く
だ
け
で
、
少
量
の
か
つ
お
だ
し
が

で
き
る
の
で
、
そ
れ
を
料
理
に
使
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

他
に
も
煮
干
し
だ
し
や
ト
ビ
ウ
オ
か
ら

取
る
あ
ご
だ
し
に
も
イ
ノ
シ
ン
酸
が
た
く

さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
だ
し
を
少
し
替

え
る
だ
け
で
も
、
い
つ
も
の
料
理
が
一
味

違
っ
た
も
の
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

だ
し
と
い
う
と
和
食
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、
実
は
他
に
も
う
ま
み
成
分
が

含
ま
れ
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
野
菜
。
ニ
ン
ジ
ン
や
タ
マ

ネ
ギ
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
よ
く
使
う
野
菜
の

皮
や
切
れ
端
を
煮
て
お
く
と
、
簡
単
に
野

菜
だ
し
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
野
菜

に
は
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
が
含
ま
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
、
イ
ノ
シ
ン
酸
が
含
ま
れ
る
鶏
肉

や
グ
ア
ニ
ル
酸
が
含
ま
れ
る
キ
ノ
コ
類
を

加
え
る
と
、
う
ま
み
た
っ
ぷ
り
の
洋
風

ス
ー
プ
の
出
来
上
が
り
で
す
。
メ
イ
ン
で

使
っ
た
野
菜
の
切
れ
端
を
煮
て
お
く
だ
け

で
簡
単
に
作
れ
る
の
で
、
野
菜
だ
し
は
大

活
躍
で
す
。

素
材
の
持
っ
て
い
る
う
ま
み
成
分
を
凝

縮
さ
せ
た
だ
し
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、

薄
味
で
も
大
満
足
な
料
理
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
●
岡
村
麻
純

■
普
段
伺
う
こ
と
の
な
い
島
根
県
立
農
林
大
学
校
の
様
子
が
、

本
誌
12
月
号
に
詳
し
く
載
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
４
年
ぶ

り
の「
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
祭
」
、
お
客
様
、
職
員
の
皆
様
と
楽

し
ま
れ
た
様
子
で
、
餅
つ
き
の
方
の
力
も
こ
も
っ
て
い
ま
し

た
。 

（
Ｆ
さ
ん
）

■
今
年
も
ま
た
、
自
家
製
の
味
噌
の
仕
込
み
、
コ
ン
ニ
ャ
ク

作
り
、
か
き
餅
作
り
等
々
、
冬
場
の
楽
し
み
が
始
ま
り
ま
す
。

暖
か
く
な
っ
た
ら
、
数
年
ぶ
り
の
花
見
の
旅
行
に
行
き
た
い

も
の
で
す
。 

（
Ｓ
さ
ん
）

■
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
お
お
だ
の
お
魚
コ
ー
ナ
ー
は
、
何
か
し
ら

購
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鶏
サ
サ
ミ
肉
は
、
他
店
に
は
無

い
ふ
っ
く
ら
感
が
あ
り
、
バ
タ
ー
焼
き
に
す
る
と
、
と
て
も

美び

味み

で
す
。 

（
Ｋ
さ
ん
）

■
島
根
県
立
農
林
大
学
校
の
農
大
祭
は
も
ち
ろ
ん
、
文
化
祭

や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
さ
れ
る
農
産
物
は
見
事
な
も
の

で
す
。
シ
ク
ラ
メ
ン
も
秀
逸
で
、
販
売
時
は
長
蛇
の
列
で
す
。

 

（
Ｆ
さ
ん
）

■
朝
山
町
の
通
い
の
場『
そ
ら
み
ず
』の
皆
さ
ん
で
考
え
る

「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
」が
、
月
に
一
度
の
楽
し
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
予
習
を
し
て
、
川
柳
に
し
て
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

に
書
く
方
も
…
。
本
年
も
楽
し
み
に
解
答
し
て
い
き
ま
す
。

 

（
Ｔ
さ
ん
）

■
食
料
自
給
率
の
向
上
が
、
こ
の
国
の
大
命
題
で
す
。
農
業

政
策
は
、
国
家
的
な
事
業
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ
の
役
割
が
、
非
常
に
大
き
い
と
考
え

ま
す
。 

（
Ｋ
さ
ん
）

■
年
末
年
始
、
孫
と
久
し
ぶ
り
の
話
を
し
て
び
っ
く
り
。
私

の
幼
少
の
頃
と
は
大
違
い
で
、
吸
収
の
早
い
こ
と
。
こ
ち
ら

は
失
う
こ
と
が
増
え
て
い
く
の
に
。
せ
め
て
孫
と
の
触
れ
合

い
の
中
で
、
思
い
出
は
積
み
重
ね
た
い
で
す
。 

（
Ｔ
さ
ん
）
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年金無料相談

「冬にふうふう田楽であったまろう」
今月の料理

　現代の名工
　　片地　六治郎さん

2月4日（日） JA仁摩支店
☎0854-88-2120

複雑な年金手続きのお手伝いをいた
します。どなたでもお気軽にご来店
ください。

※時間は９：00～ 12：00

外勤日（ふれあいの日）は

14日（水）・15日（木）・16日（金）

※2月14日（水）： 三瓶店、
　高山店は休業いたします。

2月の

田楽
＜材料（４人分）＞
　・里芋、大根、コンニャク、人参、豆腐など、お好みの具材　各適量
　【練り味噌】
　・八丁味噌　100g　　・日本酒　180cc　　・砂糖　70g　　・卵　１個
＜練り味噌の作り方＞
　❶   卵をボールに割り入れたら溶いて、こし器でこす。
　❷   鍋に八丁味噌と日本酒を入れ、火にかけない状態で泡立て器で混ぜる。
　❸   ❷に❶と砂糖を入れ、更に混ぜ合わせる。
　❹   ❸を弱火で練りが出てくるまで、しっかりヘラで練る。

※里芋や大根、コンニャク、人参などのお好みの具材のふろふき*に、練り味噌を添えて完成。

　＊ふろふき…  江戸時代以前に風呂が蒸し風呂であった頃、身体をきれいにするために息を吹きかけながら
擦ることを「風呂吹き」と呼んでいました。この熱い料理を食べる際にふうふうと冷ます姿
が似ていることから「ふろふき」と言われるようになったようです。

提供：JAしまね石見銀山地区本部
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